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We studied about the corrosion resistance of 8U8 22 and 8M3 in the chromium 
type stainless steels which were quenched， tempered and annealed. 
We treated solutions such as nitric acid， acetic acid， sulphuric acid， hydrochroric 
acid and sodium hydroxide at normal and boiling temperature for the corrosion 
agents. The experimental results were following : 
(1) The corrosion resistances of the steels to 65 percent nitric acid and sodium 
hydroxide solutions were recognized very good. 
(幼 The corrosion resistance of 8U8 22 was generally superior to that of 8M3 
(3) Generally， the quenched or tempered steels had the better corrosion resistance 
than that of the annealed steels. 
1 . 緒 雷
今 日 ステ ン レス鋼は各種工業用材料から家庭用品に
至る ま で愈々その用途範閤を拡めつつあ る。 われわれ
は こ のステ ン レ ス鋼の SUS 22 お よ び 8MB の二鋼種
について硝酸 ・ 酢酸 ・ 硫酸 ・ 塩酸およ び苛性ソ ー ダの
各種溶液の沸騰温度お よ び常温に於け る腐蝕実験を行
ない， その耐蝕性を種々検討した。
2 . 実 験 方 法
(a) 実験用材料
実験に用いた材料の成分規格は表- 1 に示す通 り で
あ る。 こ の鋼種の焼入， 焼戻し材お よ び焼な ま し材に
ついて試験した。
試料寸法は直径15脚， 高 さ 8 棚で、側面は研磨盤で、仕
上げ上下面はエ メ リ ー紙の 3 番ま で研磨した。 試料寸
法はマ イ ク ロ メ ー タ ーで0 . 01棚ま で測定し ， 重量は化
学天秤で、01mgの単位ま で測定した。
ら) 試料の前処理
腐蝕実験前の重量測定に先立つ て脱脂液で洗糠し更
にア ル コ ール， エ ー テルで、洗糠して ブ. ロ ワ ーで乾燥後
デシケ ー タ 中に一昼夜放置してから重量測定した。 な
お腐蝕実験の済んだ試料は ワ イ ヤ ー ブラ シ若し く はナ
イ ロ ン ブラ シで付着物を落し ， 水洗し更にア ル コ ール
で洗糠後プロ ワ ーで乾燥し， これを一昼夜デシ ケ ー タ
中に放置してから重量測定した。 表- 2 は脱脂液の組
成を示す。
(c) 試験装置
沸騰試験， 常温試験共一種類の試験について 5 個の
試料の平均値を と ったが， 沸騰試験の場合は一つの容
器に試料を 1 個づっ入れ， ま た常温試験の場合は一つ
の容器に 5 個全部入れて試験した。
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表- 1 試 験 材 料 の 成 分 規 格
Mn p I 
<0 . 040 
<0 . 040 
11 . 50�13 . 50 
16 .∞�18 .∞ 
よ主坦竺�Is二;-l 0 . 12�0 . 18 0 . 95-1 . 20 
Si 
<0 . 60 
<1 .∞ 
Cr s 
<0 . 030 
<0 .030 
表- 2 脱脂剤の組成
苛 性 ソ
炭 酸 ソ
タ
夕、
50g/Æ 
50 <少
珪 酸 ソ 夕、
、
5 ク i
1 <シ |
図- 1 a は沸騰試験に用いた容器お よ び コ ン デ ン サ
ー で容器は 3∞cc の ビ ー カ ー を改造 した も の で， コ ン
デ ソ サ・ ー は 3∞cc の平底 フ ラ ス コ を用 い， 容器 と の接
触面は摺 り 合せに した。 加熱は 300W の ニ ク ロ ム 線電
熱器を用いた。
b は 常温試験の 容器で 2 ， ωOcc の ビ ー カ ー を改作 し
た も の で上に ガ ラ ス 板の蓋を し て ， ビ ー カ ー の上端は
摺 り 合せに し た。 こ の容器が18個入 る 水槽中に こ れ ら
を保持 し ， こ の水箱底部に ニ ク ロ ム 線を配 し ， ま た撹
持機に よ り 撹伴 し なが ら 水温が200 C 土20 C に 保 持 さ
れ る よ う 温度調節器に よ り 温度調整 した。
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図一 1 腐蝕試験裁量
(d) 腐蝕液の種類お よ び腐蝕時間
腐蝕液の種類， 濃度 お よ び 腐蝕 時聞は 表 3 に示
材料
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す。 腐蝕液量は試料の表面積 1 cm" 当 り 30mli と し， 試
料 1 個当 り 219mli であ っ た。
な お， 沸騰試験では液の沸騰あ る いは突沸のため容
器 と コ ン デ ン サ ー の摺 り 合せ部分か ら 蒸気が漏れ濃度
が高 く な る の で， 予め試料を入れな い場合の沸騰状態
に おけ る 溶液の蒸発損失量 と 溶液濃度 と の 関 係 を 求
め， こ れに よ っ て溶液濃度が許容限界に達 し た と き ，
溶液の損失量に見合 う 量を追加す る と 元の指定濃度に
な る よ う な追加溶液を調整 し て お き ， 必要に応 じ て随
時追加補充 した。 硝酸65%溶液の場合は溶液の蒸発損
失に よ る 濃度変化が極め て 小 さ い の で溶液損失量が22
ccに達す る と 追加液を補充す る こ と に し た 。
3 .  実験結果 と考察
実験結果を図- 2 お よ び図 3 に示す。 こ れ ら の 実
験結果を腐蝕液， 材質熱処理お よ び試験温度等の項 目
毎に検討す る と 次の 如 く であ る 。
(a) 腐蝕液
i) 硝酸溶液 ; ス テ ン レ ス 鋼は硝酸溶液に対 し て
極めて 良好な耐蝕性を示す。 Fe は硝酸 65�70%溶
液に浸す と 不動態化す る が， 30�40%溶液では激 し
く 浸蝕す る 。 こ の FeìこCr を添加す る と 不動態化に
必要な硝酸濃度を著 し く 低下 さ せ る 。 Monypenny
は図- 4 に示す よ う な結果を発表 し て い る が， こ れ
に よ る と 硝酸 32% に は室温で約 7 % 以上， 800 C で
は約14% 以上， 沸点では約却% 以上の Cr を添加す
れば不動態化す る こ と を示 し て い る 。 本実験では硝
酸濃度65% の 方が10% の 方 よ り も 著 し く 耐蝕性に富
んでい る が こ れは前者の 方が酸化力が強 く 不動態化
し 易 く な る た めで、あ る 。
ii) 酢酸溶液 ; 酢酸製造法 に よ り 微量の 蟻酸，
表 3 腐 蝕 液 の 種 類 と 腐 蝕 時 間
腐 蝕 液 試 験 材 ギ}
| 腐 蝕 時 間 |
沸騰試験 [ 常温試験 | 
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図- 2 沸謄試験結果 図- 3 常温 (200C) 試験結果
酪酸， ェス テ ノレ， ア ル デ、 ヒ ド ， 硫酸塩， 塩化物ま た 力がス テ ン レス鍋の不動態化を誘致するに不充分な
は少量の還元剤， 酸化剤な どを含んでい る ので， こ ためであ るO 本試験で SM3 について硫酸と塩酸を
れらに よ り ス テ ン レス鋼の耐酸挙動は著し く 異な る 比較する と 沸騰試験では塩酸が， 常温試験では硫酸
と いわれてい るO 純粋な酸に対しては Cr 系ステ ン の腐蝕量が大であった。
レ ス鋼の利用価値は余 り な く ， 特に薄い酸に耐え る iv) 塩酸溶液 ; 前述の如 く 塩酸は 非酸化性酸で
だけでまた点蝕を起し易い と いわれてい る。 本試験 あ る上. Cr は Fe の耐塩酸性を害する元素であ るた
に よ る と沸騰試験て、は酢酸濃度に よ る差は余 り 認め め， こ の実験に用いた よ う な Cr 系ステ ン レ ス鋼の
られなかったが常温試験で、は可成 り の差が認められ 腐蝕は極めて大で， ま た従来広 く 認められてい る点
た。 蝕が著しかった。 SUS 22 は試験されていないが，
iii) 硫酸溶液 ; Fe に Cr を添加する と耐硫酸性 SM3 の結果に よ る と沸騰 ， 常温の両者と も焼入 ， 焼
を減ずる こ とは Hadfield 以来よ く 知られている 戻材の方が焼な ま し材よ り も耐蝕性が劣っ ていた。
が， ス テ ン レス鋼の耐蝕性はその表面の受動態化に v) 苛性ソ ー ダ溶液 ; Fe は希アル カ リ 性溶液で
よ る も のである以上塩酸と 同様に非酸化性酸である は受動態化が容易であ るため， 酸に対する よ り もー
硫酸に耐えないのは当然であ る。 これは硫酸の酸化 般に耐蝕性がよ い と されてお り ， 本試験で も こ 旦 こ
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けだが， 0 . 3%にな る と炭化物の形成に約 6 %の Crが
失われる と いわれてお り ， こ の こ とから も 8M3 では
Cr 量が 8US22 よ り 多いに も拘らず耐蝕性の悪い理由
が推察でき る。 ま た焼入， 焼戻材よ り も焼な ま し材の
方が耐蝕性が劣っているのは後者の方が炭化物が一層
よ く 発達してい るためで、あろ う 。
(c) 温 度
一般に化学反応速度は温度が高 く な る と大と な るが
本実験でも当然沸騰試験の方が常温試験よ り も腐蝕量
が大き し 、 。 しか し ， 沸騰試験と常温試験と の 腐 蝕 量 を
比較する と鋼種， 熱処理に よ り 多少の相違はあ る も無
機酸の非酸化性酸であ る硫酸 5 %， 塩酸 5 %お よ び酸
化力の弱L 、硝酸10%の沸騰温度における腐蝕量は常温
の 100 倍以下であ るが， 酸化力の強い硝酸65% と酢酸
10%は数千倍の腐蝕量と な り ， 温度上昇に よ る影響は
極めて大き く ， 苛性 ソ ー ダ 20 % と酢酸 50 %は これら
の中間に位していた。
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以上試験結果を趨める と 次の如 く にな る。
(1) 8U8 22， 8M3 と も耐濃硝酸性， 耐苛性 ソ ー ダ、
性と もに良好で耐硫酸性， 耐塩酸性は極めて悪 く ， 耐
酢酸性はその中間にある 。
(2) 8U8 22 は一般に 8M3 よ り も l耐蝕性が優れて
し 、 る 。
(3) 沸騰塩酸 5 % お よ び 酢酸 50% の場合を除いて
8U8 22， 8M3 と もに焼入焼戻し試料は焼な ま し試料
よ り も 良い耐蝕性を示した。
(4) 硝酸65% と酢酸10%は常温に比して沸騰の腐蝕
量が著し く 大きかった。
なお， 本実験の遂行に当 っては 日 本高周波鋼業富山
工場の竹越課長並びに則法係長の両氏から試料の調整
その他について多大の御支援御協力を頂いたので感謝
の意を表し ま す。
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(昭和ω. 10 . 30受付〉
とが裏付けされた。 ま た Crは Feの受動体化を容易
にする と い う 点では有効であ るが受動態化を保ち得
ない程苛酷な条件下では Na2Cr04 と して溶解が起
り ， こ の生成反応は Na2Fe04 の生成よ り も容易に
起るため幻 かかる条件下では Cr を含むステ ン レ ス
鋼は普通鏑よ り も耐蝕性が落ち る と されてい る。
(b) 材質お よ び熱処理
材料成分は前記の如 く 8U8 22 は 13Cr 系で， かつ
CO _ 12�0 . 18% と低いのに対し， 8M3 は Cr 16 . 00� 
18 . 00% ， CO . 95�1 . 20% と前者に比 して Cr ， C と も含
有量が大きい。 本試験結果に よ る と 8M3 の方が 8U8
22 よ り も Cr 量が多いに も拘らず耐蝕性が劣っている
が， これはC量が影響してい る も の と考えられる。 す
なわちス テ ン レス鋼に於L 、て Cr が保護作用を有する
のは， それが閤溶している場合のみであっ て焼な ま し
或いは焼戻しする と Cr 炭化物が析出 し， これが局部
電池を形成し， ま た地の有効 Cr 量を減ずるので耐蝕
性のみの観点からすればC量は出来るだけ少ない方が
望ま しい。 炭化物の析出に よ る有効 Cr 量の減少につ
いては例えば12 . 5% Crて、O . l% Cの場合， C の全部が
炭化物にな ったとすれば地の Cr は約 2 %失われるだ
